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１．研究目的 

近年室内で犬を飼う人が増加するに伴い、犬

の攻撃行動は世界で最も深刻な問題行動とな

っており、飼い主への科学的なアプローチや各

国での社会的な対応が求められている[1]。中

でも人に対する犬の攻撃行動は頻度が高く、日

本と英国でも最も困った問題行動の一つとし

て挙げられている。その要因は犬種、気質によ

るもの、飼育経験、日常の接し方、遊び方、最

近ではトレーニング方法が指摘されているが、

欧米を中心とする行動学専門家の間では人間

側の接し方の中で、特に怖がらせる行動などが

攻撃行動を引き起こす大きな原因になってい

るのではないかと言われおり[2]、その要因を

解明する研究が進められている。 

人が犬に適切に接していくためには、まずわ

れわれが犬の攻撃行動を生物学的に理解する

ことが重要である。今までにそこに着目し、人

が犬の攻撃行動をどのように理解しているの

か、なぜそうなのかを世界レベルで比較した研

究は存在しない。そこで本研究では飼い主が犬

の攻撃行動をどう捉えて対応しているかを調

査し、その上で生物学的な犬の攻撃行動への理

解を深めてもらい、人の犬への接し方を変えて

いくことを目的とする。この研究そのものはウ

ェブサイト・アンケート調査、e-learning 形式

の調査を主なリサーチ手段としているが、今回

はそのための先行研究としてインタビュー調

査を行った。 

 犬の攻撃行動をどう理解するかは文化的背

景が大きく影響していると考え、犬の人への攻

撃行動を世界レベルで軽減させていくために、

日本人とイギリス人飼い主を対象とした。 

 

２．背景 

現在イギリスでは犬の飼育数は約８００万

頭で、犬は世帯数の２２％である[3]。 日本

では犬の飼育数は約１２万頭で、犬は世帯数の

１８％である［4］。 

犬の飼育数は過去１０年前よりも増加する

に連れて、犬の攻撃行動による問題行動も増加

傾向にある。犬が人を噛む攻撃行動は世界中で

深刻な問題となりつつあり、適切な対処が必要

とされている[5,6]。 最近のイギリスＮＨＳ

（National Health Service）の調査では、犬の人

への攻撃行動の事故が２００８年までの４年

間で４０％増加し、３，８００件に及んでいる

[7]。またペットの行動治療専門家の組織、英
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国ペットカウンセラー協会がまとめた問題行

動の統計でも犬の問題行動の第１位はとなっ

ている[8]。 

 日本では問題行動の治療がまだ浸透してい

ないために、問題行動に関してはほとんど調査

されていないが、２００６年に行われた帝京科

学大学動物行動学研究室とベネッセ･コーポレ

ーションのインターネット上の共同研究：飼い

主が困る犬の問題行動では、８６９頭中３分の

１がよその人、犬に対して吠える（恐れ、不安

からの攻撃行動と考えられる）で第１位だった

[9]。 

 さらに最近ではインターネットサイトで日

本の飼い主向けにペットの情報を提供してい

るペット総研が日本の犬の問題行動をインタ

ーネット上で調査した結果、飼い主が困る犬の

問題行動第１位は１０６７頭中約３分の１で

吠える、第２位は約４分の１で噛む問題行動だ

った[10]。どちらも問題行動の対象が書かれて

いないため、攻撃の動機づけは明確ではないが、

このように犬の人への攻撃行動が日本でもイ

ギリスでも問題行動の上位を占めていること

がわかる。 

 上記のように犬の人への攻撃行動が問題視

されていることから、その要因の１つとして

人の犬への接し方に関する研究が多くなさ

れてきた。例えば犬を同じベットで寝かせる、

犬に遊びを勝たせる、食餌を先に与えるなど

犬を甘やかしたり[11,12,13]、擬人化している

場合は、犬の優位性攻撃行動を引き起こしや

すい傾向にある[14,15,16]ということが多くの

研究で指摘されている。しかし現在ではそのよ

うな接し方が犬の優位性攻撃行動を引き起こ

すかどうか、またそうした時の攻撃性が犬の優

位性から来ているものなのかを懸念する見方

も出てきている[17,18]。最近では犬のトレーニ

ング方法と犬の人への攻撃との関連性につい

ての研究に注目が集まっているが、正の強化と

正の罰両方を使う場合、犬の攻撃性が高くなる

ということが指摘されている[19]。飼い主の一

貫性のない接し方が、犬の不安を引きこし、自

己防衛的な恐れによる攻撃行動を誘導してい

るかもしれないという見方である[20]。しかし、

それらの接し方も犬の攻撃行動をどう認識し

ているかによると思われる。 

 人の接し方は３つの要素 － 愛着(気分、

感情)、行動（振る舞い、行為）、認識（アイデ

ィア、考え、期待、意見･信念）から成り立っ

ているといわれている[21]。従って、犬の攻撃

行動も人がどう理解するか(認識、Cognition)に

よるといえる。だからこそ、それを正しく理解

して犬に接していくことが、犬の人への攻撃行

動の軽減につながると考えた。 

 

３．研究方法 

（１） 調査対象者 

 イギリスのインタビュー対象者は英国リン

カーン大学の犬を飼っているスタッフ、犬のト

レーニングクラスの飼い主、公園で散歩してい

る飼い主１１名で、事前に日程を決めて大学、

または飼い主の自宅で面接を行った。日本のイ

ンタビュー対象者は札幌の動物病院、北海道大

学獣医学部動物病院、およびドッグカフェ･ラ

ンで日程を決めてその場でインタビューを承

諾してくれた飼い主５３名に行なった。 

（２）調査方法 

インタビューは半構造化され、準備した主

要な質問に対して自由に答えてもらい、目的に

添った答えを導き出せるようにし、必要に応じ

てそこに更なる質問を加えていった。そして対

象者のうち４人が書く質問に対してほぼ同じ

回答をし、これ以上新たな結果が生まれないと

判断した時点を両国のインタビューを打ち切

る基準とした。一人に対するインタビュー時間

は約１５分～３０分であった。 

（３）インタビュー内容 

 質問は２つの項目で構成された。今回のイン

タビューでは飼い主の犬の人に対する攻撃行
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動をどう理解するかは飼い主の犬の選び方や

飼い主にとって犬がどういう存在であるかが

影響していると仮説を立て、項目に加えた。 

①飼い主の犬の飼い方  

 飼い主はどのようにして犬を選択したか  

 飼い主にとって犬の存在はどういうもの

か 

②犬の人に対する攻撃行動への認識  

 飼い主はどのように理解しているか  

 飼い主はどのように防御すればよいと考

えているか 

 

４．結果と考察 

日本人飼い主の多くはペットショップから

犬を入手しており、見かけのかわいさで犬を選

ぶ人が多かった。また犬の入手前に犬種のこと

やどこから犬を入手するかを調べて犬種を選

ぶ人は少なかった。一方イギリス人飼い主はシ

ェルター、もしくはブリーダーから犬を入手し、

見かけよりも気質や行動で選ぶ人が多かった。

またイギリス人飼い主全員は犬の入手前に犬

種やどこから犬を入手するかについて調査し、

犬と時間をかけて交流してから犬を選択して

いた。 

日本人飼い主の多くが犬の存在を「子供のよ

うな存在」と答えたのに対し、イギリス人飼い

主の多くは犬の存在を「家族の一員」と答えた。   

犬が人を噛む一番の理由は何かの質問に対

しては、すべての日本人飼い主は犬が人を噛む

のは飼い主の責任であり、飼い主が十分にしつ

けができていなかったからと答えた。また噛む

行動を防御する方法として子犬の時の社会化

や陽性強化でのトレーニングを挙げる人は多

かったが、体罰(力ずく)でのしつけを挙げる人

も多かった。一方、イギリス人飼い主全員は犬

が噛む理由は状況によると答え、防御する方法

として多くの人がなぜそれが起こったかを把

握することの大切さを指摘した。 

上記の結果から、日本人飼い主は犬に対する

根本的な姿勢として、犬を感情ある生き物とし

て接するよりも、一方的に自分の道具として接

している傾向にあると見られた。それに対して

イギリス人飼い主は、日本人飼い主よりも犬を

よく理解しようという意識が見られ、犬を動物

として扱おうとする姿勢がうかがえた。この姿

勢は犬をどれだけ理解できるか、犬の人への攻

撃行動をどう理解するかにもつながると考察

できる。さらにこの考え方の相違は文化的な側

面が影響していると考えられる。従って、次の

段階ではこの相違がどこから来ているものか

を明らかにすることが必要と考える。 

イギリス人飼い主は日本人飼い主よりも犬

を入手する以前に情報を収集し、犬を迎え入れ

る準備を行っていることや日本人飼い主の多

くは犬を入手した後に情報を収集しようとす

ることが示唆されたが、ここで重要なのは情報

そのものが適切であるかどうかである。質の高

い情報を収集することが、犬の攻撃行動を生物

学的に理解する鍵になると考えられる。調査の

結果、イギリス人飼い主の多くがインターネッ

トを利用して情報を収集していたように、現在

ではインターネットを初め、携帯電話、サテラ

イトチャンネルなど、最新技術の媒体を通して

簡単に情報を収集できる[22,23]。言い換えれば

情報が氾濫しすぎて、選択が難しくなり、不適

切な情報も収集しやすいとも言える。 

犬の人への攻撃行動を軽減させるための

第一歩として質の高い情報（生物学的な見解）

を飼い主の提供することが大切である。今回の

調査結果では日本、イギリスの飼い主はインタ

ーネット、本、雑誌をよく利用して調査すると

いう結果が得られた。次の段階ではこれらの媒

体で犬の人への攻撃行動はどのように紹介さ

れているかを調査し、不適切や未熟な情報に共

通の傾向があるかを明らかにした上で、インタ

ーネットを通してそれを補う正確な情報を飼

い主に提供していく目安にする必要があると

考える。 
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